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第３回みんなのみらいミーティング 議事要旨 
 

日時 令和６年 10月６日（日）14：00～16：15 

場所 明石公園 花と緑のまちづくりセンター 

参加者 約 50人 

内容 1.前回のみんなのみらいミーティングの振り返り 

2.前回の管理運営協議会の振り返り 

3.市立図書館跡地の利活用計画について 

4.明石部会で決定した石垣周辺の樹木管理について 

5.明石公園リノベーション計画及び拠点創出について 

6.石垣周辺の調査について 

7.樹木管理に係る報告について 

8.その他 

配布 

資料 

資料-1 次第 

資料-2 ①第１回明石公園管理運営協議会について 

    ②前回(R6.8.1)の管理運営協議会の振り返り 

資料-3 明石公園旧市立図書館跡地利活用計画 

資料-4 ①樹木確認の結果 

    ②伐採対象樹木の分布図、樹木リスト 

    ③これまでの経緯と今後のスケジュール 

資料-5 明石公園リノベーション計画実施状況(R6.10時点) 

資料-6 ①石垣測量調査について 

    ②ローンボウルズコート改修工事について 

資料-7 ①ナラ枯れのコナラ伐採・燻蒸処理（緊急伐採） 

    ②子どもの村東の園路での倒木処理（緊急伐採） 

    ③枯木等の伐採について（日常維持管理伐採） 

    ④あさぎり寮跡地の伐採木の処理について 

資料-8 あかし 1DAYプレーパーク 

 

【議事（全体進行：髙田知紀 兵庫県立大学准教授）】 

1.前回のみんなのみらいミーティングの振り返り 

  髙田先生よりスライド資料を用いて説明。(14:00～14:22) 

 参加者からの意見、質問、異議はなかった。 

 

2.前回の管理運営協議会の振り返り 

 兵庫県公園緑地課より資料-2を用いて説明。(14：22～14：30) 

参加者からの意見、質問、異議はなかった。 
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3.市立図書館跡地の利活用計画について 

  明石市より資料-3を用いて説明。(14:31～14:44) 

質疑応答での主なやりとりは以下のとおり。(14:45～15:00) 

質問 回答 

利活用計画（P19） 

事業手法について、従来方式と DB 方式と PFI 方

式の違いがわからない。 

各事業手法について説明。 

PFI方式については、事業者の選定に時間を要す

るため不採用とする。今後は、従来方式と DB 方

式で検討していくことになる。（明石市） 

PFI方式を採用するには時間がないこと。今は従

来方式と DB 方式で検討していること。（髙田先

生） 

利活用計画（P16） 

ｲﾒｰｼﾞが記載されているが、最終決定するにあた

り、もう一度、ワークショップやパブリックコメ

ントはあるのか。また、利活用計画は HP で公表

されているのか。 

今後、基本設計、実施設計と進んでいくが、基本

設計の段階において、もう一度、ワークショップ

とパブリックコメントを実施する予定である。な

お、実施設計は、市の方で行うことになる。 

アンケートやワークショップの意見をもとに、利

活用計画を策定し、9/20 に市議会にて報告した

ものを HPに掲載している。（明石市） 

基本設計の段階で、もう一度、意見交換ができる

機会があるようなので、新施設をどのような施設

にしていきたいのかという思いを伝えていく必

要がある。（髙田先生） 

駐車場の配置は考えているのか。 

レストランのような食事をするところはあるの

か。 

駐車場の機能については、これまでも県の駐車場

を利用していたこともあり、駐車場配置は考えて

いない。 

飲食スペースについては、ワークショップの中で

も意見があり、検討しているところではあるが、

できるだけコンパクトな形で考えている。現段階

では、レストランを配置するなどの具体的なこと

は言えないが、飲食ができるスペースは必要であ

ると考えている。（明石市） 

駐車場や飲食スペース等については公園全体で

考える必要がある。旧市立図書館跡地の中で完結

するのではなく、公園全体でどこに、どのような

機能が必要であるのかということをしっかり議

論する必要がある。（髙田先生） 

明石公園の自然を、もう一度、見直してはどうか。 いろいろな活動ができる施設となるよう検討し

ていく。（明石市） 
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地球環境問題に言及する大きな問題への意見で

ある。明石公園の自然を大切にしようという話

と、それを考える場所を作っていこうという話

は、これからも検討していくので、市立図書館跡

地がそのような拠点にもなりうるということ。

（髙田先生） 

新施設を建てることしか考えてない。 

更地にして、県に建ててもらう案もあると思う。 

土地の所有は県であるが、そういう案は出ていな

かったのか。 

知事が変われば、方針転換になることもあるかも

しれない。 

既に、設置管理許可期限が過ぎており、すぐに返

還する必要がある中で、市は、旧施設の撤去と新

施設の整備を一体で行うという内容で、県と市で

合意しており、更地にして県に建ててもらうとい

うことは考えていない。（明石市） 

これまでにも、今の建物をそのまま使った方がい

い、県が建てた方がいい、という話があり、検討

は行ってきている。明石公園の部会の中でも、そ

のような議論は出ていた。これをやればいいとい

うこともわかるが、できることと、できないこと

は明確にある。 

知事が変われば、何か状況が変わるかもしれない

というのは、とても希望的観測のもとに計画を作

ることになり、リスクが高い。こういう計画を作

る時には、やりたいこと、すべきこと、できるこ

とをきちんとバランスよく示す必要がある。 

可能性は、0ではないが、限りなく今のところは

低いという話がこれまでの議論になる。 

今後、基本設計の中で、意見交換する時間がある

とのことなので、ワークショップの案内にも注視

していただきたい。（髙田先生） 

 

～約 5分休憩～ 

 

4.明石部会で決定した石垣周辺の樹木管理について 

 兵庫県公園緑地課より資料-4を用いて説明。(15:06～15:15) 

  質疑応答での主なやりとりは以下のとおり。(15:15～15:31) 

質問 回答 

早期伐採というのはどの程度の想定であるのか。 倒木等の危険性もあるため、可能な限り早く伐採

したいと考えている。今年度か来年度中を想定し

ている。（公園緑地課） 

昔の人は、石垣周辺の樹木をどのように取り扱っ 石垣が完成した頃はきちんと手入れされており、
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ていたのか。 早い段階で樹木等を切っていた。（公園緑地課） 

１番の問題は、石垣周辺の樹木が放置されて大き

くなってしまっていることである。明石部会では

大きくなる前に刈るという方針も出ていた。（髙

田先生） 

石垣周辺の樹木を伐採した際に、石垣の中に残っ

た根が腐り空洞ができてしまうことで、石垣に悪

影響があるのではないか。樹木を切った後の根の

処理について教えてほしい。 

空洞ができることで、石垣が崩れる可能性が高ま

るのは確かである。ただ、腐りにくい根があると

も聞いているため、樹種によっても違いがあるの

ではないかと考えている。（公園緑地課） 

明石部会でも根の処理について、段階的に考えな

くてはならないという議論があった。まず、根が

石垣を押しているという状態を止める。その後、

どの程度で石垣の空洞等の新たな危険が生じる

かについては、きちんと観察し対応していく必要

があるとされた。（髙田先生） 

現在、他のところでの樹木伐採は考えていないの

か。 

近々の樹木伐採については考えていない。（公園

緑地課） 

樹木の上の部分を切っただけならば、ひこばえ

（樹木の切り株や根元から生えてくる若芽のこ

と）が出てくるはず。管理が行き届いていなかっ

たところがあるので、計画的な管理をすべき。 

公園の入口の石垣の上に、非常に大きな木があっ

たが、あの木を伐採した理由を教えてほしい。 

ひこばえが出てきたら、切るのが原則である。誰

でもきちんと管理できるようなマニュアル等は

必要かと思う。予算等も含めて検討したいと考え

ている。（公園緑地課） 

築城 400周年の際に、櫓や石垣等の景観に配慮す

るため、伐採した経緯がある。（公園緑地課） 

明石公園の中で、シンボル的な樹木や大切にした

い木があれば、ゾーニング図 Bに反映させるため

にも、共有していただきたい。（髙田先生） 

この伐採予定の 33 本の樹木に関して、印を付け

る等の予定はあるか。 

未定である。（公園緑地課） 

現地を確認いただけたらと思う。管理運営協議会

には、みんなのみらいミーティングでは明石部会

で決定した方向性で特に問題ないことを、議論の

内容と併せて報告しておく。（髙田先生） 

 

5.明石公園リノベーション計画及び拠点創出について 

  兵庫県公園緑地課より資料-5 を用いて明石公園リノベーション計画の説明。(15:31～

15:33) 

 明石公園のリノベーション計画について、付箋を使いワークショップを行った。 

（15:34～15:45） 
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【ワークショップの様子】 

【主な意見】 

 ・四季折々の花園（あじさい、バラ、菜の花等） 

 ・仲よし広場でよくグランドゴルフをしているが、通行の支障になっている。例えば自

転車競技場等、できる場所をきちんと作れないか。 

 ・駐車場、北側が少し寂しい 

 ・野球場をもっと活用してほしい、ナイター設備（文化財の関係で×） 

 ・子どもの小川の復活（ホタル）→一方で植物等にとって良い湿地になっている。 

 ・授乳室が子どもの村近くにほしい（園内に点々とほしい） 

 ・以前は子ども用の宿泊施設があったような・・・ 

 ・歌碑・詩碑の案内（サイン）を（マップをつくる） 

 ・再度プロ野球をよんでほしい（キャンプ・オープン戦） 

 ・入口にも自然に関する情報を 

 ・サービスセンター西館 位置づけがよくわからない 

 ・生きものに関する情報の収集と発信 

 ・当日のイベントの案内を掲示する 

 ・入口に電飾で詳報発信をしてほしい 

 ・本丸に車いすや足の不自由な人が自由に行けるようにエレベーターを設置してほしい 

 ・園内は砂利道が大半であり車いすやベビーカーが通行しにくいため、改善してほしい 

 ・公園内の段差を解消し車いすが通りやすい道にしてほしい  

・施設の年数、利用頻度の調査 
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髙田先生よりスライド資料を用いて拠点創出の説明。（15:45～15:52） 

髙田先生によるワークショップでの提案事項に係る主な意見は以下のとおり。（15:52～

15：57） 

野球場のナイター設備に係る照明の設置は、文化財の関係で掘削ができないため難しい。

移動式の照明の設置を計画したこともあるが、予算等の関係で白紙になった。 

 また明石公園全体で四季が楽しめるような花が少ないという意見もいただいた。 

 子どもの小川があまりきれいではないという話もあり、対応できる部分もあるので、引き

続きご意見等いただきたい。（公園緑地課） 

 子どもの小川の再生は、共同プロジェクトのテーマとして良いと思う。（髙田先生） 

 子ども用の宿泊施設はあさぎり寮を指しているかと思う。現在は跡地になっており、施設

等はない。（公園緑地課） 

 現在はサービスセンターにしか授乳室がないということで、子ども連れに来ていただこう

とするならば園内に点々とある方が良い。非常に重要なことである。 

 園内の様々な施設をシームレスに利用できるような取組も重要である。（髙田先生） 

 

6.石垣周辺の調査について(15:57～16:02) 

兵庫県加古川土木事務所より資料-6を用いて説明。 

参加者からの意見、質問、異議はなかった。 

 

7.樹木管理に係る報告について(16:02～16:11) 

兵庫県園芸・公園協会より資料-7を用いて説明。 

参加者からの意見、質問、異議はなかった。 

 

8.その他 (16:11～16:13) 

明石市より資料-8を用いて説明。 

参加者からの意見、質問、異議はなかった。 

 

16:15 閉会 


